
蜜蜂飼育者の皆様へ

水稲開花期の蜜蜂被害を減らしましょう

令和５年７月

国の蜜蜂被害の全国的な調査（H25～H27）結果が公表され、
・蜜蜂の被害の発生は水稲のカメムシ防除の時期に多いこと

・水田に飛来した蜜蜂が水稲のカメムシ防除に使用される殺虫剤に直接暴露した場合、
被害が発生する可能性が高いこと

が確認されています。

無人ヘリによる農薬散布計画をお知らせします
（地域の詳細な計画はこれまでどおり、各農業団体等から通知されます。）

※各地域における水稲の開花期（個人がカメムシ防除用の農薬を散布する
可能性の高い期間）もご確認ください。

積極的に散布情報を集めて、
蜜蜂の被害を減らしましょう！

栃木県

○水田に囲まれ、水稲以外の花粉源が少ない場所には
巣箱を設置することを控えましょう。

○水稲のカメムシ防除の時期には、巣箱を水田の周辺
からできるだけ退避させましょう。

○周辺の水稲農家、果樹農家等と情報交換を行いましょう。

○各農業団体等から積極的に農薬散布情報を集めましょう。

裏面に続きます



蜜蜂の農薬被害を軽減するために

積極的に情報を集めましょう！
参考

《農林水産省ホームページ》
蜜蜂被害事例調査（平成２５～２７年度）の結果
https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_mitubati/honeybee_
survey.html

《栃木県ホームページ（畜産振興課）》
蜜蜂被害軽減のための情報

最新情報に更新しています

http://www.pref.tochigi.lg.jp/g06/26-bee-nouyaku.html
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電 話

蜜蜂に関することは
畜産振興課
生産流通担当

０２８－６２３－２３４７

農薬に関することは
経営技術課

環境保全型農業担当
０２８－６２３－２２８６

原因不明の大量死を
確認した際には

県央家畜保健衛生所
防疫第二課

０２８－６８９－１２００
（宇都宮市、鹿沼市、日光市、真岡市、矢板市、さくら市、
上三川町、芳賀町、益子町、市貝町、茂木町、塩谷町、
高根沢町）

県南家畜保健衛生所
防疫第二課

０２８２－２７－３６１１
（足利市、佐野市、栃木市、小山市、下野市、壬生町、
野木町）

県北家畜保健衛生所
防疫第二課

０２８７－３６－０３１４
（大田原市、那須塩原市、那須烏山市、那須町、那珂川町）

インターネットが見られない方は、

畜産振興課又は経営技術課までお問い合わせください。

該当HP
QRコード→


